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オープンカレッジ

大統領選を通じて、アメリカ社会の変化を
読み解く

同志社大学前学長  国際政治学者　村田 晃嗣 氏

【美濃地】  それでは時間がまいりましたので、MURC

オープンカレッジ第４回の講演を始めさせていただき

ます。

今日の講師は皆さんもご存じかと思いますけれど

も、同志社大学学長の村田先生でございます。国際政

治学がご専門ということでございます。

今日進行を務めますのは、大阪の研究開発第２部の

美濃地です。よろしくお願いいたします。

最初に先生のご経歴を、本に書いてある通りですが

ご紹介させていただきます。神戸市のお生まれで、同

志社大学法学部をご卒業されております。その後、ア

メリカのジョージ・ワシントン大学に留学とあります

が、たまたま私、神戸大学法学部の出身なのですが、私

が学部生のころ、村田学長が神戸大学の大学院生とい

うことで在籍されておりまして、当時、同じゼミに所

属しておりましたので、今回の講演をお願いしたとこ

ろ快くお引き受けいただきました。本当に感謝をして

おります。同じ時期に大学生活を送らせていただいた

ということになります。

その後、神戸大学で政治学の博士を取得されまして、

その後次々と著書を出されております。

それから、テレビでも「朝まで生テレビ！」を初め、

あちこちで皆様、お顔はごらんになったことがあるの

ではないかと思います。

つい最近で言えば国会の安保の議論もありました

が、国会に招かれてご発言されたということもあった

と思います。

今日の課題図書は、中公新書の「レーガン」をお示し

いただいておりますが、お話の中身はほぼフリーハン

ドで先生にお願いしております。これから約１時間に

わたりましてアメリカ政治ということで、直接皆様方

の仕事にそのまま役立つということではないと思うの

ですが、非常に大きな影響力を持つアメリカ政治とい

うことで、今後の皆さんの知見になるのではないかと

思います。それでは、よろしくお願いいたします。

ただいまご紹介いただきました同志社大学の村田でご

ざいます。本日はお招きいただきまして、ありがとうご

ざいます。

１時間ということですので、早速お話をさせていただ

きますが、この会に中谷先生までいらっしゃるとは私、

全然知りませんで、ほとんど準備もせずにやってきたの

でございますが、とりとめもない話になるかと思います

がお許しいただきたいと思います。

ご案内のように、今年は戦後70年ということで気候

的にも暑かったですけれども、政治的にも大変熱い夏で、

歴史談話の問題と、それから今お話があった安保法制の

問題で、政治的にも非常に熱い夏であったわけです。し

かし、もちろん今年は第二次世界大戦終結の70周年で

ありますが、今日のテーマであるアメリカに即して申し

ますと、南北戦争終結の150周年ということになりま

す。1865年に南北戦争が終わっておりますから、それ

からちょうど150年ということになります。南北戦争終

結の150年の折に、アメリカ合衆国の大統領がバラク・

フセイン・オバマであるというのは、歴史のめぐり合わ
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せであろうという気がいたします。

私、「レーガン」という本を書いたこともあるのですが、

映画好きでございまして、映画と政治の関係というのも

最近いろいろと考えています。最近この話をよくするの

ですが、1980年代のハリウッドの有名な映画で「バッ

ク・トゥ・ザ・フューチャー」という映画がありまして、

ロバート・ゼメキス監督の作品で、マイケル・Ｊ・フォッ

クスという小柄な男優が出演しています。彼はパーキン

ソン病になってしまってもう出てきていませんが、タイ

ムマシンに乗って過去と未来を行き来するという設定の

映画がございました。

３部作なのですが、第１作では1985年のアメリカ

の町からタイムマシンに乗って、30年昔の1955年に

たどり着くという設定なんですね。パート２は1989

年、つまり昭和が終わって平成になった年につくられて

いるのですが、パート２では逆にタイムマシンに乗っ

て1985年から30年未来に行き着くという設定です。

1985年から30年未来ですから、つまり2015年、今

年ということなるわけです。ですから、「バック・トゥ・ザ・

フューチャー」のパート２をごらんになれば、80年代の

ハリウッドが2015年をどのように想定していたのかと

いうのが、手にとるように分かるわけでございます。

大阪にはユニバーサル・スタジオ・ジャパンというの

があって、「バック・トゥ・ザ・フューチャー」のディス

プレーもあるのですが、2015年の未来のディスプレー

をやっているものですから、年内はいいのですが、来年

になるともう時代遅れになってしまって変えないとい

けないのですが、お金がなくて変えられないというので

困っているそうです。

「バック・トゥ・ザ・フューチャー」のパート２を改め

て見返してみますと、いくつか気づくことがあるのです

けれども、まず第一に、５ｍとか10ｍの低空であります

が自動車が空を飛んでいます。この自動車が空を飛ぶと

いう空想は、この映画だけではなくていろいろなSFで

なされてきたところです。「ブレードランナー」という、

1980年代初頭の有名なSF映画でも自動車が高速で空

を飛んでいる。しかも、燃料はガソリンでもガスでもな

く、バナナの皮のような生ごみを詰めると、自動車が空

を飛ぶという想定になっています。

世界の自動車メーカーがどんなに頑張られても年内に

自動車は空を飛びません。したがいまして、自動車が空

を飛ぶという想定に関して言うならば、人間の想像力が

実際の科学技術に先行しているという典型的な事例であ

ります。

ところが同じようにこの映画を見ておりますと、２時

間ほどの映画にいろいろな登場人物が出てきますが、誰

ひとりとして携帯電話を使っておりません。この映画に

出てくる最新の通信情報機器はテレビ電話でありFAX

であります。したがいまして、携帯電話に代表されるよ

うな通信情報機器の分野では、逆に人間の想像力よりも、

実際の科学技術の発展がはるかに先に行ったということ

になります。自動車が空を飛ぶというのとは、まったく

逆のパターンがここで見てとれるわけです。

携帯電話を予想できなかったのは、この映画だけでは

なくて、1980年代の日本の非常に有名なアニメで「エ

ヴァンゲリオン」というのがあるですが、「エヴァンゲリ

オン」の設定も実は2015年なのです。私は、そんなに

詳しくないのですが、「エヴァンゲリオン」が描く2015

年の東京の町には、あちこちに公衆電話ボックスが描か

れていますから、やはり携帯電話は想定されていないの

ですね。というように、通信情報機器では自動車が空を

飛ぶのと逆のことが起こっています。

そして、「バック・トゥ・ザ・フューチャー」のパート

２の中で、主人公のマイケル・J・フォックスをクビにす

る会社の社長が出てくるのですが、この人はジャパニー

ズでありまして「イトウフジツウ」という名前でありま

す。当時の日本経済からイメージされているのだと思い

ますが、テレビ電話で出てきて「ユー・アー・ターミネイ

テッド」と言うのですが、もしもハリウッドが今、同じタ

イプの映画をつくるとするならば、主人公をクビにする

会社の社長は間違いなくチャイニーズになっているだろ

うと思います。1980年代の日本経済の勢いが2015年
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まで持続しているという、まったく間違った想定に基づ

いているということで、わずか30年でありますけれど

も、未来を予想することがいかに難しいかということが、

この映画からも見てとれると思います。

それが映画の中の2015年の状況ですが、実際、

2015年でもアメリカの大統領選挙は徐々に大きな話題

を占めるようになっているわけですね。もちろん、実際

の大統領選挙は2016年11月８日です。これは法律で

決まっておりまして、ご承知の通り西暦が４で割り切れ

る年に大統領選挙があるわけです。西暦が４で割り切れ

る年には世界で２つ大きなイベントがあって、ひとつは

アメリカの大統領選挙で、もうひとつはオリンピックで

す。オリンピックのある年には必ずアメリカの大統領選

挙があるわけですね。

４で割り切れる年で、しかも法律では11月の第１月

曜日の次の火曜日というふうに、大統領選挙の日にちは

定められているわけです。ちょっとエピソード的なこと

を申し上げますと、なぜ11月かということですが、アメ

リカの建国の頃は、有権者は圧倒的に農民であったわけ

です。したがいまして、秋の収穫の時期が終わったころ

でないとなかなか選挙に行けない、選挙というモードに

ならないということで11月になったのです。

第１月曜日の次の火曜日というのは、皆さん少しお考

えいただければ分かると思うのですが、第１火曜日とい

うのと第１月曜日の次の火曜日は違います、同じではあ

りません。第１月曜日の次の火曜日という設定です。で

すから、第１火曜日だったら11月１日がそうなるかも

しれないわけですが、それは避けようということなので

す。秋の収穫が終わって十分時間がたってから大統領選

挙ということで、第１月曜日の次の火曜日という設定に

しているわけです。

「なぜ日曜日にしないのか」といぶかる日本人も結構い

ます。私の学生等では結構います。「日曜日だったらみん

な選挙に行けるだろう」等と考えるのは、私どもの同志社

大学のような学校に学んでいても、宗教心のない学生は

そういうことを思うわけでございまして、日曜日は普通

に考えれば家族とともに教会に行き、牧師の説教を聞き、

賛美歌を歌って安息のうちに一日を送るというのがクリ

スチャンの本来の日曜日でございますから、日曜日に共

和党や民主党、ブッシュやオバマという話はしないので、

日曜日は当然避けられるわけです。

そうであれば「月曜日にやればいいではないか」とお思

いになるかもしれませんが、18世紀を想定しますと、日

曜日を安息のもとで過ごして、さあ選挙に行こうという

ことになるわけですが、選挙投票会場のある町まで丸一

日で行けるという保証は必ずしもなかったわけです。馬

も馬車もないかもしれないわけです。ということで、中

１日あけて火曜日という設定がされているわけです。

ちなみに、選挙が日曜日だというのはたぶんに日本人

の思い込みです。たとえば、韓国は大統領選挙等は政治

日程で決まったら、法律でその日を休みにするわけです。

休みに選挙を合わすのではなくて、選挙の日を休みにし

てしまえばいいわけであって、日曜日が選挙だというの

が必ずしも普遍的なことではありません。

来年は11月８日が第１月曜日の次の火曜日に当たり、

大統領選挙となります。あと400日近くでございます

が、この400日近くの大統領選挙が、もう今から始まっ

ているということです。

ご案内の通り、民主党も共和党もかなり初戦で大番狂

わせが起こっておりますけれども、まず与党である民主

党の方から言いますと、大本命であるところのヒラリー・

ローダム・クリントンが国務長官時代に電子メールを

私用したということで、それに対するアカウンタビリ

ティーというか説明が十分でないというので、支持率が

急速に下落させているわけですね。

それに対して、バーニー・サンダースという74歳で

けっこう高齢のバーモント州出身の上院議員が、場合に

よってはヒラリーに追いつき、追い越すぐらいの勢いで

出てきていますが、もともとは民主党ではなくて無所属

の人です。彼は民主党というよりも、ほとんどソーシャ

リストと言ってもいいぐらいだと思います。

このバーニー・サンダースの強みは、争点がひとつ
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しかないことです。貧富の格差解消の１点であります。

「Enough is enough（注：もういいかげんにしてくれ、

もうたくさんだといった意味合い）」というのが決め言葉

であって、この格差社会はもう十分だという、この１点

で戦っているわけでして、それゆえに今、非常に人気を

高めているわけです。

ヒラリーの人気が下落しているのは、もちろん直接

的にはＥメール問題があるわけですが、私はやはり共

和党とも関連すると思うのですが、ひとつは、ポリティ

カル・エスタブリッシュメントは、それこそEnough 

is enoughだということです。大統領の息子が大統領

になって、今度は大統領の奥さんがまた大統領になると

いうふうな一族支配のアメリカ政治は真っ平だ、エスタ

ブリッシュメントはもういいんだという、アンエスタブ

リッシュメントの風潮が、このＥメール事件をきっかけ

にして出てきているということは当然あると思います。

オバマが大統領になって、もし今度ヒラリーになった

ら、史上初の黒人で、そして次に史上初の女性大統領と

いうことになるわけですね。振り返ってみれば、1960

年の大統領選挙でケネディが当選したときに史上初のカ

トリックが生まれて、宗教でひとつの突破口が築かれた。

そして、2008年に人種で突破口ができて、もしかした

ら2016年で女性というジェンダーで突破口ができるか

もしれないわけです。

2008年も初の黒人大統領か、初の女性大統領かとい

うことで争われたわけですが、アメリカの政治的な文脈

の中では、黒人と女性がマイノリティーを前面に出して

戦ったときに、必ず黒人が勝つということだと思います。

アメリカのリベラルはセクシストだと言われるよりも、

レイシストだと言われる方がよっぽど嫌だということが

明らかにあると思います。選挙権に関しても、黒人が選

挙権を獲得した方が先であって、女性の選挙権の獲得は

それから50年遅れるわけですから、そういうところが

あると思うのです。

黒人が大統領になったり、後で申し上げますがいろい

ろなマイノリティーが社会で発言力を増していることに

対して、公に否定的なことは言えないわけですね。マイノ

リティーに対して侮蔑的なことは非常に言いにくくなっ

ている。女性差別的なことだって、もちろん言えないわ

けですね。だけれどもマイノリティーの台頭に対して、

フラストレーションや不満を感じている人たちはいっぱ

いいて、マイノリティーの台頭、そのことは攻撃できな

いけれども、女性の社会進出をターゲットにはできない

けれども、Ｅメールというのはそういう意味で、格好の

ターゲットを与えたということは言えるのだろうと思い

ます。

あとはジョー・バイデン副大統領が出馬するかどうか

ということで、民主党の選挙戦の様相はかなり変わって

くると思います。ジョー・バイデンは上院議員を長らく

務め、オバマ政権で副大統領をやっているわけですから、

ヒラリーに匹敵する、あるいはそれ以上の政治家として

のキャリアを持っているわけですが、年齢が72歳とい

うことで高齢であることは否めないわけです。ヒラリー

も今67歳ですから、ヒラリーの場合もジョー・バイデ

ンの場合も、仮に当選してもワンターム・プレジデント、

１期限りという可能性はかなりある。２期務められるの

かということがあって、バイデンの場合、２期やったら

もう80歳ですから、ちょっと難しいかなという感じが

ないわけではないですね。

バイデンは非常にプラグマティックな政治家ですか

ら、普通に考えればヒラリーが民主党のプレジデンシャ

ル・キャンディデートを射止めるので、副大統領までやっ

美濃地氏
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た人間が、大統領選挙に70を超えて出馬して、それで負

けたということになれば、それこそ晩節を汚しますから、

普通に考えればジョー・バイデンは出馬しないだろうと

思われるわけですが、ヒラリーの人気が陰っているとい

うことと、それからもうひとつ、個人的には、ジョー・バ

イデンは数ヵ月前にご長男を脳腫瘍で亡くしましたけれ

ども、このご長男の最後の遺言が父親に、「大統領選挙に

出てほしい」ということで、エモーショナルにはかなり効

いていると言われているわけです。今月中にはジョー・

バイデンが出るかどうかが決まるだろうと。バイデンが

なければ、おそらく今、一時的にバーニー・サンダース

がEnough is enoughで頑張っても、最終的には大本命

のヒラリーに落ちつくのではないかなと思います。

共和党の側でございますが、すでに何人か大統領選挙

から脱落しています。ウィスコンシンのウォーカーのよ

うに、かなり有力かと思われた保守派の若手もお金がな

くなってしまって脱落していますが、大統領候補で頑張

ろうとしているのはまだ15人ぐらいいて、これからさ

らに増えるかもしれません。ですから共和党の側は候補

者が乱立しているわけです。

乱立している理由でありますがいくつかあって、オバ

マ民主党が２期８年やった後ですから、普通に考えれば

共和党は、次は自分たちに回ってくると思っているわけ

です。レーガン、ブッシュで共和党が12年やって、そ

の後クリントンで８年民主党に戻ってきて、そしてブッ

シュで８年間共和党にいって、オバマで８年間民主党で

すから、普通のパターンでいえば、次は共和党に回って

くるだろう。自分たちがとれるチャンスだと思っている

から、候補者がいっぱい出るということでありますね。

それから、民主党のヒラリーほどの突出した大本命が

今までいなかったということで、複数の候補者に等しく

可能性があると思われるということも理由としてありま

す。

もうひとつの理由は、多くの人が今、大統領候補に名

乗りを上げていますが、400日近くある大統領選挙を最

後まで戦い抜いて、本当にホワイトハウスにたどり着こ

うと思っている人はごくわずかであって、15人のうちの

かなりの人たちは今のところで名前を上げて、最終的に

は副大統領候補におさまることを狙っている人たちが相

当いることは間違いないと思います。

その乱立気味の中でも、しかし、本来本命と思われて

きたのがジェブ・ブッシュであります。ジェブ・ブッシュ

は言うまでもなく、ジョージ・ブッシュ元大統領の次男、

そしてジョージ・ウォーカー・ブッシュ前大統領の弟で

ありまして、フロリダ州知事を務めた人物で穏健保守に

属します。ジェブ・ブッシュが知名度でも資金力、集金

力でも安定的、有力であろうと思われてきたわけです。

ただここに来て、これも皆さんご存じの通り、不動産王

のドナルド・トランプというのがこの数ヵ月、にわかに

注目を集めているわけであります。ご本人によると、個人

資産が120億ドルと言っておりますから、１兆5,000

億円ぐらい持っているということでございますが、アメ

リカの連邦選挙管理委員会によると、少なくとも14億

ドルは持っているということですから、1,600億円かそ

れぐらいは持っているんだそうですが、１兆5,000億円

持っているかどうかは分かりません。とにかく、私より

金持ちであることは間違いないわけであります。

このドナルド・トランプがにわかに脚光を浴びている

わけですが、ご案内のようにほとんど政策がないわけで

して、ほとんど暴言によって注目を集めているわけです。

トランプの暴言というのは「ヒスパニックはレイプ犯」だ

とか、あるいは女性候補者の容姿に対して差別的な発言

をする。つまり普通の候補者であれば、そういうマイノ

リティーに対して言えないようなことをあからさまに言

うことが、マイノリティー台頭の中で、いろいろなとこ

ろで、いろいろなマイノリティーに気を使いながら、社

会の環境に必ずしも適応できない人たちのフラストレー

ションをトランプが代弁してくれるというのが、拍手喝

采の大きな理由ではないかと思うのですね。今のところ

トランプの人気がトップであります。しかし、政策はほ

とんどまったくないと言っていいわけであります。この

トランプ人気がそう長く続くとは思いません。
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アメリカの大統領選挙を語るときによく言われること

ですが、「夏には恋人を探し、冬には結婚相手を探す」と

言われるわけです。つまり、夏場はビーチできれいな女性

や格好いい男性と戯れていればいいわけです。おもしろ

楽しく過ごせればいいわけですね。だけれども冬になっ

たら勝てる候補、本当に結婚してやっていけるランニン

グメートを探さないと大統領選挙は乗り切れないわけで

して、夏が終わって秋を迎え、やがて冬に近づくわけで

すから、共和党のトランプや、民主党のバーニー・サン

ダースは夏場の戯れる恋人としてはいいかもしれないけ

れども、冬場に向かっての結婚相手にはなかなかならな

いのではないかなと思います。

共和党にはほかにルビオのような、フロリダ出身の

キューバ系の上院議員たちも名を上げていますが、最終

的にはこれ以上大きなスキャンダルがなければ、ヒラ

リー対ジェブ・ブッシュになるのではないかなというふ

うに、私は今の段階ではそんな感じがしているわけです。

そうすると再び、クリントン対ブッシュということにな

ります。

ちょっと脱線してエピソードをお話ししますと、ジョ

ン・F・ケネディの手紙や写真を展示した「JFK－その生

涯と遺産」というのが、今年の春に国立公文書館で２ヵ月

ぐらい催しをなさった。それに合わせて、３月に早稲田

大学の大隈講堂でシンポジウムがあって、私もパネリス

トのひとりで呼んでいただいたのですが、ケネディ大統

領に関するシンポジウムということで、もちろんキャロ

ライン・ケネディ大使もお見えになって、そのときのキー

ノートスピーカーはビル・クリントンだったのです。ク

リントンを呼んできたのです。

クリントンはさすがにおもしろい話をして、その後、

ケネディ大使が壇上にお礼に上がられて２人が握手をし

たのです。私みたいなナイーブな人間は、「おもしろい話

だな」と思って聞いていただけなのですが、事情通の人に

後で説明を聞くと、ご案内のようにキャロライン・ケネ

ディはクリントン夫妻と非常に親しかったわけです。で

すからクリントン夫妻は当然、2008年の大統領選挙の

ときには、キャロライン・ケネディはヒラリー・クリン

トンを応援すると思っていたところが、実際キャロライ

ン・ケネディはオバマをendorse（保証・裏書きする）

して、そして駐日大使に指名されたわけですね。

というので、2008年にケネディがオバマの支持表明

をしてから、クリントンとケネディが公の場で握手をし

た最初の機会が、その３月のシンポジウムだったという

ことなのです。つまりこれは、来るべき大統領選挙に向

けての和解のポーズですよね。クリントン家とケネディ

家の和解というのが、そこで演出をされているわけであ

ります。

クリントンという人は大変話のうまい人ですし元大統

領でありますから、海外に講演等に呼んだら、お付きの

人たちを含めて億のオーダーでhonorarium（謝礼金）が

要求されるというのがごく普通なわけですが、なんと今

回、３月は、クリントン自身はhonorariumを受け取ら

なかった、ただで来たというわけですね。これもやはり

クリントン家とケネディ家の和解のための政治的な意図

が、そこに込められていたということだと思います。

さて、ヒラリー対ジェブ・ブッシュになる可能性が一

番高いのではないかなと思うのですけれども、そうする

とまた大統領の奥さん対大統領の息子、弟というので、

まさにエスタブリッシュメント同士になっておもしろく

ないなというのがひとつで、それに不満を感じる有権者

もたくさんいると思うのですが、その背景に、今申し上

げたようなマイノリティーの台頭と、それに対する反発

みたいなものもあるということですね。

皆さん、中学校や高等学校のころに社会科でWASPと

いう言葉を習われたと思います。最近の学生に言っても、

WASPという言葉はあまり知らないのですが、昔は習い

ましたよね。ホワイト・アングロサクソン・プロテスタ

ントというので、WASPの男性がアメリカ社会の中心に

いるとよく言われたわけです。

2016年にまた大統領選挙になるので振り返って考え

てみたところ、ホワイトでアングロサクソンでプロテス

タントのWASPの男性同士で、アメリカの大統領選挙が
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戦われた最後のケースはいつかということをつらつら考

えてみますと、実は2000年の選挙なのです。ジョージ・

ブッシュと、民主党の大統領候補はクリントンのもとで

副大統領を務め、環境問題に熱心でノーベル平和賞をも

らいましたアル・ゴアの２人が戦って、ご案内のように

フロリダの集計で大混乱に陥ったあのときですが、あれ

がWASPの男性同士が大統領選挙を戦った最後なので

す。

2000年ですから、したがって20世紀です。21世紀

に入ってから、WASPの男性同士でアメリカの大統領選

挙が戦われたことは一度もありません。2004年はブッ

シュが再選された年で、対抗馬の民主党は今の国務長官

のジョン・ケリーです。WASPじゃないかと思われるか

もしれない。確かに、ジョン・ケリーはお父さんも政治

家かな、自身もハーバードを出た大変な秀才、エリート

でありますが、彼はボストン出身でカトリックですね。

ですからプロテスタントではない、ジョン・ケリーは

WASPではありません。

そして、2008年の大統領選挙ではアフロアメリカン

のオバマが登場してまいります。2012年にそのオバマ

が再選されますし、共和党の対抗馬のミット・ロムニー

はモルモンでありました。というのでWASPの男性同士

の戦いは、21世紀では今のところ１回もない。

2016年にもし、ヒラリー対ジェブ・ブッシュとい

うことになれば、ヒラリーはスコティッシュですから

WASPですけれども、もちろん女性ですからWASPの

男性ということにはなりません。

でも、ジェブ・ブッシュは、ブッシュ一族ですから

WASPの男性だろうと思われるかもしれない。でも、

ジェブもフロリダ州知事になったときにカトリックに改

宗しています。彼の奥さんはメキシカンです。ヒラリー

が大統領になれば史上初の女性だということはよく言わ

れるのですが、ジェブが大統領に当選しても、大統領夫

人が外国籍の人だったと――もちろん今はブッシュ夫人

も市民権をとっておられてアメリカ人ですが、もともと

メキシカンとして生まれたわけです。ジェブ・ブッシュ

が当選すればファーストレディーがアメリカ人ではな

い、外国人として生まれて後にアメリカ人になった人と

いうので言うならば、第３代アメリカ大統領のジョン・

アダムスの奥さんがフランス人だった以来200何十年

ぶりのこととなって、それもおもしろい事例となります。

でも、いずれにしても、ジェブはカトリックにコンバー

トしていますからWASPとはもう言えないというので、

仮にヒラリー対ジェブ・ブッシュになっても、WASP同

士の戦いにはならないということで、そういう意味では

いかにアメリカ社会が多様化しているかということが、

そこからもうかがえるのではないかと思います。

その点についてもう少しだけ申し上げますと、まず人

種でありますけれども、今言ったようにヒスパニックが

どんどんどんどん増えているのはご承知の通りですよ

ね。これも多くの方がご存じだと思うのですが、アメリ

カで大統領選挙をやりますと、だいたい必ず民主党が勝

つ州と、必ず共和党が勝つ州というふうに、色分けがか

なり鮮明になっています。

たとえば、オバマの出身地であるハワイは必ず民主党

が勝ちます。ハワイは州になってから共和党の大統領候

補がとったことは一度もありません。上院議員だって共

和党はとれません。ハワイはまったく民主党の島です。

こういう必ず民主党が勝つ州を、民主党のパーティーカ

ラーに合わせてブルー・ステート、青い州と言うわけで

すね。それに対してほぼ必ず共和党が勝つ州として、た

とえばアラスカで民主党が勝つというのもなかなか想定

できませんし、テキサスも共和党が強いと思いますが、

そういう共和党が強いところを、共和党のパーティーカ

ラーに合わせてレッド・ステートと言うわけですね。で

すから、ブルー・ステートとレッド・ステートは割と鮮

明に分かれているわけです。

大統領選挙のときにたとえば、共和党の大統領候補は

ハワイには参りません。時間とお金の無駄ですから。絶

対に勝てないのですから。初めから勝てないから行きま

せん。だいたい分かれているのです。

ところがややこしいのは、時によっては共和党、時に
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よっては民主党、どちらになるか分からないという州が

だいたい11あるのですね。これは共和党と民主党の間

を揺れ動くものですからスイング・ステートといいます。

11ぐらいスイング・ステートがあって、結局そのスイ

ング・ステートをどちらがとるかでだいたい決まってく

るわけですね。しかも、カウンティーごととか市ごとに

どちらがとれそうだというのはだいたい分かっているの

で、アメリカの選挙というのは、テクニカルにはかなり

予想できていくそうであります。

11州のスイング・ステートの中でも、一番大きなの

がフロリダです。2000年の選挙でもフロリダの集計で

もめましたが、でも実は2000年よりも2015年、そし

て2016年、この15年間でフロリダはますます重要に

なっているのです。と申しますのは、去年の人口調査で

明らかになったのですが、去年の段階でフロリダ州の人

口がニューヨーク州を抜きました。したがいまして、フ

ロリダ州は全米で３番目に大きな州です。一番大きいの

はもちろんカリフォルニア、２番目がテキサス、３番目

がニューヨークであったのがフロリダが抜きました。フ

ロリダは全米で３番目に大きな州であって、したがって

最大のスイング・ステートです。このフロリダ州の有権

者の18％がヒスパニックなわけです。これがどっちに投

票するかということでフロリダの帰趨が決まる。フロリ

ダの帰趨というのはかなりの程度、大統領選挙の帰趨を

決するということになってきているわけですね。だから、

ヒスパニック動向というのは非常に大きい。

最近、オバマ政権がキューバと国交正常化をやりまし

たけれども、その背景にもキューバの目と鼻の先にある

フロリダのヒスパニックの有権者のハート・アンド・マ

インドをつかむという意図が、当然そこにあっただろう

と思います。そういうヒスパニックの台頭というのは、

外交を動かすようにもなってきているということがひと

つであります。

同じような例をもうひとつ申しますと、私ども日本

人が時々ニュースに接して驚くのが、アメリカのどこか

の公立の公園等で、いわゆる従軍慰安婦の方々の銅像み

たいなものができて、記念式典で市長や有力者がみん

なやってきたとか、それからアメリカのどこかのカウン

ティーの教育委員会で、日本海のことを「ザ・シー・オ

ブ・ジャパン」だけじゃなくて、「東海」と両名併記する

ように教育委員会がガイダンスで決めたというニュース

を時々聞いて、いったい、われわれ日本人としてはどう

なっているのだと驚くことがあるわけです。

これもアメリカの人口動態を考えてみると、ジャパ

ニーズアメリカンズはどんどんどんどん減っていってい

まして、だいたい100万人ぐらいしかいません。それに

対して、コリアンアメリカンズは200万人を超えている

わけです。いくら少子化しているといっても、本国の人

口で言えば日本は１億2,000何百万人で、南北朝鮮合わ

せても7,000～8,000万人ですから、本国人口で言え

ば日本の方が多いわけですが、ジャパニーズアメリカン

ズとコリアンアメリカンズとを比べると、コリアンアメ

リカンズが２倍いるわけですね。

しかも、ジャパニーズアメリカンズは戦前からの移民

でありますから、５世、４世が当たり前ですが、コリアン

アメリカンズは1980年代以降の移民の人たちが非常に

層が厚いですから２世、３世が中心になっている。そう

すると、職場や学校ではフルエント（流暢）な英語でしゃ

べっていても、家に帰ったら「アンニョンハセヨ」と韓国

語でしゃべっていて、キムチを食べている。ところがジャ

パニーズアメリカンズの方は、どんなに見た目がジャパ

ニーズに見えても日本語はまったくしゃべれないし、日

本に行ったこともないし、日本には興味がないというの

があります。

さらに、２つのこのエスニックグループで大きな違い

は、韓国政府は相当程度コリアンアメリカンズに食い込

んでいる。ディアスポラディプロマシーといいますか、

ディアスポラポリシーというので、コリアンアメリカン

ズに資金を投入して組織化を進めている。だけど日本政

府は、ジャパニーズアメリカンズにそんな働きかけは

まったくしていません。というので、非常に政治的に結

束力の高いコリアンアメリカンズの人口はどんどん増え
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て、ジャパニーズアメリカンズは減っていっている。そ

ういうことは、地方の政治にも影響を及ぼし出している

わけですね。

４年に１回が大統領選挙で、その間の２年ごとに中

間選挙がありますが、2014年の中間選挙のときに、メ

リーランドで新たに共和党の方が州知事に当選されたの

です。ところがその方は、知事になって１年ほどでがん

だということが明らかになって今、大変なのです。

それはともかく、メリーランドの州知事の奥さんが

コリアンアメリカンズの方だったのですね。さっき申し

上げたように、大統領の奥さんのことをファーストレ

ディーと言うのは皆さん、どなたでもご存じだと思うの

ですが、実はアメリカでは知事の奥さんのこともファー

ストレディーと言うのです。ガバナーの奥さんもことも

ファーストレディーといいます。だから、ファーストレ

ディーは全米で理屈の上では51人いる。女性知事の場

合もありますから実際は51人いないでしょうが、知事

の奥さんもファーストレディーとお呼びする。というの

で、メリーランドのファーストレディーはコリアンアメ

リカンズなのです。これはアメリカの歴史上初めて、コ

リアンがファーストレディーになったわけです。

それだけだったら、「ああ、そうなんだ」という歴史の

エピソードなのですが、実はそうではないのですね。メ

リーランド州知事になった人の奥さんがたまたまコリア

ンだったというのではなくて、実はメリーランドには全

米で３つ目に大きいコリアンコミュニティーがあるので

す。11万のコリアンアメリカンズがメリーランドに住ん

でいるわけです。つまり、州知事の奥さんがたまたまコ

リアンだったのではなくて、コリア系を妻に持っていた

ことが、11万からのコリアンコミュニティーの票を獲得

して、知事当選の理由のひとつになっていると。因果関

係が逆だということなのですね。

というので、そういうジャパニーズアメリカンズとコ

リアンアメリカンズの力関係の変化みたいなものが、も

うアメリカの地方政治にもはっきりと影響を及ぼし出

しているということで、そういうエスニックダイバーシ

ティーみたいなものが、アメリカの外交や地方政治に影

響を及ぼし出しています。

それから、これは日本ではあまり言いませんが、今、ア

メリカでイスラムの方々がだいたい270万人ぐらいだ

と言われています。ということは、全米の人口の0.9％ぐ

らいです。0.9％というと、日本社会におけるクリスチャ

ンとだいたい同じです。日本社会におけるクリスチャン

はコンスタントに１％以下。私どもの同志社を新島襄が

つくったころから今日に至るまで、日本社会におけるク

リスチャンは１％以下です。これは非常に興味深いこと

に、日本のキリスト教人口はほとんど変わらないです。

韓国等は戦後急増するわけですね。ところが日本の場合

はほとんど変わらないのです。

アメリカにおけるイスラムの人口も今は0.9％ぐらい。

ただ大きな違いは、あと20年でこれが２倍以上に増え

ると言われています。

それから世界全体で見ても、2050年ごろにはキリス

ト教人口とイスラム人口が拮抗して、それ以降はイスラ

ム人口がキリスト教人口を上回ると言われているわけで

すね。というので、イスラムの人口もどんどん増えてい

る。

それからさきほど申し上げたように、ヒスパニック

の人口が増えるということは、必ずしもそれとまったく

同じではないですが、かなりの程度それに連動してカト

リックの人口が増えるということですね。ヒスパニック

はカトリックが多いですから。そうすると、カトリック

村田氏
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とプロテスタントのバランスも変わっていくというの

で、エスニックなバランスが変わっていっているだけで

あって、レリジャス（宗教的）なバランスもどんどんどん

どん変わっていっているということですね。

それから、キリスト教でもメソジストとかバプテスト

とか、今までの教会単位の区分とは別に、非常に原理的

な、「聖書に書いてあることが一語一句正しい」と信じる

ようなファンダメンタリストの人たちが、あらゆる教派

を超えて、そういった人たちが力を持ち出しているとい

う変化も、この20年ぐらい顕著に起こっているという

ので、宗教構成も今、大きく変わりつつあります。人種の

構成が変わるだけでなくて宗教構成が今、大きく変わり

つつあります。

さらには、先ほどWASPと申しましたが、WASPと

いうのはアメリカの社会を説明するうえで、有用性が昔

に比べて大幅に低下したかもしれないけれども、今の、

あるいはこれからのアメリカの社会や、あるいはグロー

バルな社会トレンドを考えるときに、WASPよりもよっ

ぽど重要な４文字の略語としてLGBTというものがある

わけですね。言うまでもなく、性的マイノリティーのこ

とです。もしも、LGBTを何の略語かご存じないという

方は、率直に申し上げて、グローバルには２周完全に遅

れていると思われた方がいいと思います。

ＬはレズビアンのＬ、ＧはゲイのＧ、Ｂはバイセクシャ

ルのＢ、ＴはトランスジェンダーのＴということで性的

マイノリティー。2012年にアメリカで行われた国勢調

査で、自分がＬかＧかＢかＴのいずれかに該当すると答

えた成人のアメリカ人が3.6％、実数にして900万人と

いうことです。これは自分でそう答えた人でありますし、

それから成人に限られていて、性に目覚めたティーンエ

イジャー等は含まれておりませんから、実態は3.6％ど

ころではなくて５％をはるかに超えて、実数でもおそら

く1,000万人の半ば近くに達するであろうと思われる

わけです。成人の間でもLGBTが3.6％、900万人と

いった数字が出てくるわけです。

さすがアメリカだなと思われるかもしれませんが、こ

の種の調査をやりますと、先進国ではだいたい５％とい

う数字が出てきます。なぜ、こんなに早く分かるのかと思

うけれども、半年ほど前にイギリスで総選挙がありまし

たでしょう。あのイギリスの総選挙で下院議員が全部新

たに選出されたわけですが、その直後の「ニューズウィー

ク」によると、新たに選出されたイギリスの下院議員の

4.8％がLGBTだという数字が出てきていて、イギリス

政府は国民のだいたい５～７％がLGBTだと認識してい

るということです。というので、先進国でやるとだいた

い５％ぐらいの数字が出てくるのです。

ところが私が結構驚いたのは、１ヵ月か２ヵ月ほど前

に、ご覧になった方もいるかもしれませんが、「日経ビジ

ネス」がLGBTの特集をやったのです。これは電通総研

がリサーチをやったのですが、先進国はだいたい５％と

いう数字が出てくるのですが、電通総研の日本のLGBT

は7.6％という数字が出てきたわけです。アメリカ、イギ

リスに比べて、ジェンダーセクシャリティーの問題では

まだ保守的な日本社会で7.6というのは、結構大きな数

字が出てきたなという感じがします。この7.6％という

のは電通総研の説明によれば、日本人の中でのＡＢ型の

人よりも多い、それから日本人の左利きの人よりも割合

が高い。それだけのLGBTが日本社会にいるということ

なのですね。

もうひとつだけご説明すると、ＬとＧとＢ、レズビア

ンとゲイとバイセクシャルまでは分かりやすいと思いま

す。問題はＴなのです、トランスジェンダーというのは

なかなか難しいと思うんです。これはしかし、最近日本

語でもLGBTに関する啓蒙書や研究書はたくさん出てい

て、機会があったら一度、ベーシックなことは皆さん勉

強して知っておかれないと企業の中でも、それから私ど

も大学等でもそうなのですが、一歩間違えればかなり深

刻な人権の問題になるので、まじめに勉強された方がい

いと思います。

LGBTのＴのトランスジェンダーといった場合、私ど

もがジェンダーとか、あるいは日本語で「性」と言ってい

るものが、基本的には３つの層からなっており、３つの
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要素から成り立っているそうです。ひとつは、身体上の

性である。肉体上、男であるか、女であるかという場合の

性。２つ目は、心の性である。心が、自分が男性だと思っ

ているとか、女性だと思っているという心、あるいはア

イデンティティーと言っていいかもしれません。３つ目

は、恋愛対象というか性対象が男か女かということです。

この３つから性というものは成り立っていて、われわれ

は通常、肉体上のジェンダーでしか物事を考えませんが、

性というのはこの３層から成り立っているということな

のですね。

そうしますと、肉体は男性で自分のことを男性だと

思っていて、そして男性が好きな人をゲイと言うわけで

す。肉体が女性で自分も女性だと思っていて、女性が好

きな人のことをレズビアンと言うわけです。ところが肉

体は男性で、しかし心は女性で、女性として男性が好き

な人はトランスジェンダーなのです。逆に肉体が女性で、

心は男で、男として女が好きだという人もトランスジェ

ンダーなのです。

ところが、われわれ人間にとって人の心は分かりませ

ん。われわれが分かるのは外見上の肉体上の性別と、そ

れからもしかしたら、その人が男性に好意を抱いている

とか、女性に関心を持っているというのはある程度分か

ります。だから、男性が男性を好きだったら「ああ、ゲイ

だ」と思ってしまいますけれども、問題はその人のアイデ

ンティティーが男か女かなのです。その人が男のアイデ

ンティティーを持っていて男を好きなのだったらゲイな

のです。だけれども彼のアイデンティティーが女性であ

れば、女性として男性が好きなのだったらトランスジェ

ンダーなのです。これは一緒にはできないのです。

このトランスジェンダーであることによってさまざま

な障害が出て、場合によってはホルモンの分泌が悪くな

るとか、あるいは就学、仕事上のいろいろなストレスを

抱えるということで病気になったら、これが性同一性障

害なのです。だけれども決して間違ってはいけないのは、

トランスジェンダーの方がすべて性同一性障害ではない

のです。障害を感じていなければ性同一性障害ではなく

て、単なるトランスジェンダーなのです。このトランス

ジェンダーの人はアメリカにだいたい100万人いると

言われています。

アメリカの大統領選挙から脱線しますが、トランス

ジェンダーの問題は私ども大学でも、おそらく皆さんが

思っておられるより深刻で、トランスジェンダーの学生

さんが戸籍上は男であるけれども、自分は高校を卒業し

たときから、山田太郎だけれども山田花子として、トラ

ンスジェンダーで生きてきたと。大学の英語の授業で出

席をとられるときに、「山田太郎さん」と呼ばれるのは苦

痛であると。自分は山田花子として生きてきたから、英

語の先生にも「山田花子」として出席をとってもらいたい

といったときに、これをお認めするかどうかという問題

があります。

たぶん、教室の中で出席をとるのを、「山田太郎さん」

を通称の「山田花子さん」とお呼びすることは、担当教師

の裁量で容認できると思います。ところがこれから一歩

進んで、成績証明書も「山田花子さん」で出してください

と言われる、卒業証書も「山田花子さん」で出してくださ

いといったときに、どこまでお認めするのかというのは

非常に難しい問題なのです。最終的には性同一性障害に

関する特別措置法という法律がありますが、これに準拠

して対処しなければならないので、一歩間違えると大変

な差別の問題になりますから、非常にデリケートな問題

なのですね。

そういうLGBTの方々が今どんどんどんどん、政治的

にもあるいは社会的にも今まで以上にアクティブに活動

し出していて、座視できない政治勢力になっているとい

うことですね。そうしますと、人種、宗教、ジェンダー、

セクシャリティー、すべての面でダイバーシティーがど

んどんどんどん進んでいるのがアメリカ社会の現状であ

ろうと思います。それはアメリカだけじゃなくて、おそら

くグローバル化と言われるもののひとつのトレンドとし

てソーシャルダイバーシティーというか、さまざまなラ

イフスタイルや価値観が許容されて、いろいろなマイノ

リティーの発言力が増していくという、言うならば横に
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広がっていくグローバル化みたいなものは、ひとつのト

レンドとしてはっきりあるのではないかなと思います。

ついでに申しますと、横にさまざまなライフスタイル

や価値観が認められて、マイノリティーがどんどんどん

どんボーカル（政治的意見を積極的に表明する少数派。サ

イレントマジョリティーとは逆の意味合い）になってい

くという、横のグローバルトレンドと同時に進行してい

るのが縦のグローバルトレンドです。その縦のグローバ

ルトレンドというのは、ありとあらゆるものをグローバ

ルスタンダードでランキング化し、レイティングしよう

とするテンプテーションで、縦のグローバル化と横のグ

ローバル化が同時に進行している。経済の世界では皆さ

んに申し上げるまでもないですけれども、ムーディーズ

を初めとする格付会社の格付はずっと昔からなされてい

たわけですし、それだけではなくて、ありとあらゆるも

のをグローバルに、あるいはワールドワイドにレイティ

ングしようというのが最近の顕著な特徴のように思いま

す。

私は京都から参りましたが、たとえば京都は去年、今

年と国際観光都市で世界一に選ばれました。その前はバ

ンコクでしたが、誰がこんなことを選んでいるのだと

いったら、アメリカの旅行雑誌の「トラベル・アンド・レ

ジャー」というところが選んでいるわけですね。世界の主

要都市は今年は何番だと、ニューヨークが何番だ、パリ

が何番だといって一喜一憂しています。

私に言わせればもっと滑稽だと思われるのは、世界の

国民が自分たちのことをどれだけハッピーだと思ってい

るかという世界のハピネスランキングというのがあっ

て、このようなことを誰がやっているのかというと、国

連が毎年やっているわけですね。では、世界で自分たち

が一番ハッピーだと思っている国民はどこかといった

ら、間違ってもブータンではないわけで、デンマークが

自分たちが一番幸せだと思っています。アメリカは世界

で78位ぐらい、日本はほとんど100位ぐらい、中国は

130位ぐらいというので、こういうのもランキングされ

てしまいます。

また話を戻してしまいますが、私ども大学の世界で頭

が痛いのは、ワールド・ユニバーシティー・ランキング

というので、大学がランキング化されていくわけですね。

世界で一番有名なのが「タイムズ・ハイアー・エデュケー

ション」というイギリスの出版社のつくっているランキ

ングで、これのトップ100には日本の大学は２つしか

入っていない。去年までは東京大学が23位、京都大学が

59位の２校しか入っていなかった。

いくらなんでも、世界のトップ100に日本の大学が

２校しか入らないのは情けないというので、安倍内閣は

もっと大学のグローバル化を進めないといけないとい

うので、去年からスーパーグローバル大学と、なかなか

英語で言うのは恥ずかしいんですけれども、スーパーグ

ローバル大学という構想をお立てになって巨額の資金投

入をなさった結果、ことしすべての大学のランキングが

下がったわけですね。

東京大学が23位から43位とランキングを20下げま

した。京都大学に至っては59位から88位に下がりまし

た。100位以内にとどまっているのは、ランキングを下

げながらもこの２校だけ。101から200位ですが、去

年までは大阪大学、東京工業大学、東北大学が入ってお

りましたが、すべて200位以下になりました。200位

から300位圏内にあった名古屋大学や東京医科歯科大

学、その他の大学はさらに300位以下に下がっていきま

した。ということで日本の主要大学は今、この種の世界

ランキングで次々にランキングを下げつつあるというの

が現実なわけでありまして、非常に厳しい現状です。

ただ、雑感を申し上げますと、「タイムズ・ハイアー・

エデュケーション」の大学の世界ランキングは、私ども私

学にはなかなか厳しいのですが、一番大きな理由は、基

本的に理系基準でつくられているということです。です

から、世界一に選ばれているのはカルテック（カリフォ

ルニア工科大学）です。ハーバードではありません。ハー

バードは去年の２位から６位に下がりました。カルテッ

クが１位ということで、ひとつは理系基準。理系という

のは設備投資が物を言うので、早慶といえども私立は文
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系中心で、こういうランキングには載ってこないという

ことで、ひとつは理系バイアスがかかっている。

それからトップ20に限定すると、スイス連邦工科大

学が上位にいますが、それ以外はみんな英語圏の大学で

すから、もうひとつは英語圏バイアスがかかっている。

何につけ、世界ランキングというのはありとあらゆると

ころでありますが、どんなランキング、レイティングに

も見えないバイアスみたいなものがかかっていて、それ

を知ったうえでつき合わないとランキングに振り回され

る、ランキングのためのランキングになってしまうだろ

うなという感じがします。

もうひとつ申し上げると、これもよく知られた話です

が、中国は自分たちで大学の世界ランキングをつくって

いますね。上海交通大学というのはなかなか立派な大学

ですが、上海交通大学の教育学部は、毎年自前の世界ラン

キングをつくっています。というので、そもそも日本の

高等教育政策が、イギリスの出版社のランキングに振り

回されるというのが、発想が本末転倒というか発展途上

国的なわけであって、安倍さんみたいなナショナリスト

がなぜ、こんなふがいないことを考えるのかと思います

けれども、最終的には日本なりの教育観に基づいた世界

ランキングを日本も開発していって、世界ランキングの

ランキングみたいなものを比較して考えていかないと、

欧米のランキングに振り回されることになります。いず

れにしても、横のグローバル化と縦のグローバル化は急

速に今、進んでいて、アメリカの社会もそういう変化の

中にあるということだと思います。

あまり時間がないのですが、冒頭で「バック・トゥ・ザ・

フューチャー」のお話をしましたが、この「バック・トゥ・

ザ・フューチャー」の中でも、そういう社会のダイバーシ

ティーみたいなものを考えさせるエピソードがいくつか

あります。第１作では、1985年のアメリカから30年前

の1955年のアメリカに、高校生がタイムマシンで行き

着くわけですね。主人公は1955年に生きている大人に

会って、「自分は未来の1985年のアメリカからやって

きた」と言うと、大人の方はもちろんそんなことは信じる

わけはないので、「冗談はよせ」と相手にしないわけであ

ります。ですがあまりしつこいものですから、最後にそ

の大人は「分かった分かった。じゃあ、1985年のアメリ

カの大統領はいったい誰だ、言ってみろ」と言ったら、高

校生は「ロナルド・レーガンだ」と言うわけですね。する

と、1955年に生きている大人は大いに驚愕して、「レー

ガン？　あの映画に出ていた？　今テレビで司会してい

るレーガンが30年後に大統領？　冗談じゃない。やっ

ぱりおまえはうそつきだ」と、まったく相手にしないわけ

です。

私は関西人ですので、ついついこういうことを言って

しまって後で怒られるのですが、1955年のアメリカの

大統領はドワイト・アイゼンハワーですよ。第二次世界

大戦の英雄が大統領なわけでして、その時代に、映画で

売れなくなってテレビで司会をしているレーガンが30

年後に大統領だと言って、その当時のアメリカ人に信じ

ろというのは、今の日本で言えば、10年後に関口宏が総

理大臣になっていると言うようなものであって、普通の

人はなかなか信じないでしょうね。でも、実際1985年

にはレーガンが大統領だったんです。

この映画でもうひとつエピソードがあって、1955年

のアメリカで若者たちが集ってくるレストランみたいな

ところに高校生がたむろしているわけですが、黒人の若

者が掃除のアルバイトをずっとしているわけですね。こ

の若者はなかなか熱心な若者で、一生懸命お金をためて

働いて、自分は将来カレッジに行って政治家になりたい

と言っているわけです。ところが白人の高校生からすれ
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ば、黒人がカレッジに行って政治家になるなんていうの

は、それこそほとんど冗談にすぎないので、「そうかそ

うか、頑張れよ」とまったく相手にしていないわけです

ね。でも、1985年のその町では、その黒人の青年がメイ

ヤーになっているわけです。

実際、1985年のアメリカではたくさんの黒人の市長

がいました。何人かの黒人の下院議員がいました。上院

議員はまだいませんでした。しかし実際、1955年には

あり得なかったと思った黒人政治家が、1985年にはた

くさん誕生していたわけです。そして、それから30年後

の2015年にはオバマが大統領になるわけですね。レー

ガンが大統領であることを1955年の人が信じなかった

ように、もし、2015年から若者がタイムマシンに乗っ

て1985年に行って、自分は2015年から来たと言って

も信じない。「じゃあ、おまえ、2015年のアメリカの大

統領はいったい誰だ、言ってみろ」といったときに、「バ

ラク・フセイン・オバマだ」と。「フセイン」というイス

ラムのミドルネームを持ったアフリカ系のアメリカ人

が、30年後の2015年のアメリカの大統領だと信じた

アメリカ人は、1985年にはそう多くはいなかったと思

います。

今度はまた、さらに30年後の2045年は第二次世界

大戦終結の100周年になるわけですけれども、2045

年から若者がタイムマシンに乗ってきて、「僕は未来から

来た」と言っても、われわれはもちろん信じない。「じゃ

あ、2045年のアメリカの大統領はいったい誰だ」と聞

いたときに、2045年のアメリカの大統領がレズビアン

のメキシカンでも、われわれは決して驚いてはいけない、

それは十分あり得る話であるということです。30年を超

える経済の未来予測は非常に困難だということを「バッ

ク・トゥ・ザ・フューチャー」は教えてくれますが、政治

についてはさらに予測が困難であって、おそらくわれわ

れの予想外のことが起こるという予想が、一番的確では

ないかと思います。

そういう変化というのは、今日はアメリカの話を申し

上げましたが、何もアメリカだけではなくてロシアでも

起こっているわけです。今、ロシアにとって非常に深刻な

安全保障上の問題はアジア系のロシアン、とりわけチャ

イニーズロシアンですね。チャイニーズロシアンとイス

ラム系のロシアンの人口の増大が、ロシア社会にとって

非常に大きな不安要因になっているわけです。ロシアも

人口構成の大きな変化に今、悩まされているところです

ね。これはロシア専門家がよく言う冗談で、アメリカの

話をしながらロシアの冗談で終わるのもどうかと思いま

すが、ロシア専門家がよく言う冗談を最後に申し上げて

終わりたいと思います。

ご承知のように20世紀初頭に、まだロシア革命が起

こる前にラスプーチンというお坊さんがいた。このラス

プーチンというお坊さんがニコライ２世皇帝夫婦に非常

に気に入られて、閣僚、総理大臣の人事まで支配すると

いうので、怪僧ラスプーチンがロシアの政治を支配した。

最後は殺されてしまうわけです。ということで、20世

紀初頭のロシアの政治を支配したのはラスプーチンでし

た。

そして今日、21世紀のロシアの政治を支配しているの

はプーチンであると。「ラス」がなくなって「プーチン」で

す。22世紀初頭のロシアの政治を支配しているのは、も

しかしたら単なる「チン」かもしれない。つまり、チャイ

ニーズロシアンが大統領になっているかもしれないとい

うので、22世紀に米露首脳会談をホノルルかどこかで

やったら、ロシアの大統領はウラジミール・チンで、ア

メリカの大統領はマイケル・カオで、両方ともチャイニー

ズだったということは十分あり得るわけでして、そうい

うエスニックトレンドの変化も意識しながら、来るべき

大統領選挙をウォッチすべきではないか。

最後に少しだけまじめなことを申し上げると、今日、

人種の構成の変化とか宗教とかジェンダーの変化という

ことを少し申し上げましたけれども、アメリカの外交と

か、アメリカの政治等を研究していた人たちは、比較的最

近まではデモグラフィックな変化についてはそれほど大

きな関心は持っていなかったのではないかと思います。

そういう問題というのは、たとえば社会学者とか文化人
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類学者とか、あるいはジェンダー・スタディーズの人た

ちというふうに、国際政治学に比べればもうちょっとソ

フトなというか、あるいはリベラルな学問分野の人たち

がそういうことに関心を持っていたと思います。しかし、

そういう社会変化みたいなものを十二分に組み入れない

と、アメリカの外交や政治についても十分分析できない

ところに来ていると思うのですね。

そういう意味で、アメリカというのはわれわれにとっ

て大変重要な存在でありますが、政治や経済や外交と

いう社会科学的なフレームワークでアメリカを分析し

たり、アメリカと接する人と、もうちょっとヒューマニ

ティーズ的な、あるいは社会的な観点からアメリカを考

えている人たちとの知の融合みたいなものを図らない

と、なかなかトータルなアメリカ理解はできないのでは

ないかと思います。

アメリカの大統領選挙は、なんといっても４年に１回

のお祭り的要素がございますから、これに合わせて共和

党になったら対日重視だとか、民主党になったら対中重

視だという幼稚な議論から脱却して、アメリカ社会の変

化を含めて、重層的にアメリカを考えるひとつの勉強の

きっかけになればいいのではないかなということを申し

上げまして、ほぼ１時間でございますので、ここで終わ

らせていただきます。どうも失礼しました。（拍手）
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【司会】  村田学長ありがとうございました。

映画の話から始まって、非常に多彩なエピソードを

盛り込んでいただきまして、本当に興味深いお話を伺

えたと思います。これからわれわれが仕事をするうえ

でも使えそうなキーワードもたくさんいただいたん

じゃないかなと思っています。グローバル化といって

も縦あるいは横というお話もありましたし、それから

人口学的な問題というのは日本においてももちろんあ

りますが、アメリカにおいてはさらにもうちょっと、

われわれから見ると非常に複雑怪奇なところがあるな

と思いましたが、そういったものも頭に入れて、今の

政治なり外交を見ると、今までとは違う観点が見えて

くるかなというところも、いろいろな示唆をいただい

たと思います。本当にありがとうございました。

それではここからは会場の皆さんと質疑応答になり

ます。ご質問があれば伺っていきたいと思っておりま

す。所属部署とお名前等をお願いします。

【質問】  村田先生、大変ご無沙汰しています。12年前に

国際学生シンポジウムでお世話になった大野と申しま

す。

【村田氏】  大野大さんですね。

【質問】  はい。あのときにシンポジウムに参加した杵淵と

辰巳も今日、この場におります。

【村田氏】  そうですか、お久しぶり。

【質問】  たまたまこの会社で働いております。今日は村田

先生がお越しになるということで、ぜひ、久しぶりに

お話したいなと思って参加しました。

12年前、2003年だったんですけれども、当時イ

ラク戦争が大きな国際政治上の課題に上がっていまし

て、同じくそのときに村田先生をお招きしてやった勉

強会も、テーマは「イラク戦争」だったんですが、私た

ちにとってはイラク戦争というのが国際政治、アメリ

カ外交を学ぶケーススタディーだったわけです。

当時、ブッシュ政権の国務副長官をやっていたアー

ミテージさんがいらっしゃって、アーミテージレポー

トという有名なレポートがありますが、日米同盟は今、

片務的であると。片務的なものを解消して対等な関係

にならなければならないとおっしゃったと思うんです

が、ついこの間、安全保障法制が通過しまして、ある意

味少し日本も、法律的には対等な同盟関係が運用でき

るようになったのかなという印象を持っています。

一方で、アメリカは12年前と比較してどうなった

かというと、大きなアメリカ外交の潮流として孤立主

義と国際主義というのがあるかなと思うんです。当時

と比べると国際的な関与の度合いをアメリカがすごく

減らしているというか、アフガンからの撤退の流れも

ありますし、どちらかというと孤立主義に流れている

んじゃないかなという印象を持っているんですが、そ

のあたり、村田先生のお考えはいかがでしょうか。

【村田氏】  ありがとうございます。お久しぶりです。

アメリカは孤立主義的になっているかというと、私

は必ずしもそうは思いません。言い方を変えれば、孤

立主義に陥るだけの余裕はもうないのではないかと思

います。そういうふうに完全に内向きになるだけの余

裕をなくしてしまったのではないか。イラク戦争以降

の、9・11以降と言ってもいいかもしれません。9・

11以降の、おそらく10年近くのアメリカ外交にとっ

てのひとつの特徴は、リソースを相当程度中東に注ぎ

込んだということだと思います。しかも、テロとの戦

いということで、冷戦後の国際政治の顕著な特徴とし

て非国家主体、国家でないプレーヤーが非常に重要に

なってきたということであると思いますが、まさにア

ルカイダのような、それから今のイスラム国、ISのよ

うな、国でない相手との戦いにかなりのエネルギーを

消耗してきて、気がついてみれば中国というステート

アクターが、アメリカにかなりチャレンジできるぐら

いに力をつけてきていて、それに対してアメリカは今、

オバマ政権でリバランシングというふうに、アジアに

バランスをしようとしているわけですね。

ですから孤立主義に陥るというよりは、アメリカの

質疑応答
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リソースは減りつつあるけれども、その中でアジア太

平洋地域に振り向けようとする努力というのは、以前

に比べて強いのではないか。中国の挑戦というものを

座視できないところまで来ているということはあるの

ではないかなと思います。

ただ、そうは言っても、なんといっても今、アメリ

カの議会はほとんど機能麻痺のような状態に陥ってい

て、下院議長がやめるといったって後任が見つからな

いような状態でありますし、まさにダイバーシティー

というのがいい意味に働くところもありますけれど

も、いろいろな意味でアメリカのガバナンスを機能麻

痺に陥れているところもある。そういう過渡期のアメ

リカでありますから、いくらアジアにリバランスしよ

うと思っても、十分なリソースをコンスタントに提供

できるかどうか分からない。そういう意味で同盟国で

ある日本が、アメリカとの関係をしっかりさせるとい

うことは非常に大事だと思うのですね。

つまり、このアジア太平洋地域においては変数が今、

非常に大きい。中国がどうなるか分からない、朝鮮半

島情勢もどうなるか分からない、もちろん日本の経済

だって分からない、アメリカのコミットメントがどう

なるか分からないという非常に変数が多い中でありま

すが、変数が多いときには方程式の中で定数をひとつ

でもふやすことが非常に大事である。そうすると日米

同盟の安定というものを、定数としてしっかり持って

おくことが大事なのだろうと思います。

ただ、今日お話したこととひっかけて申し上げると、

中国の力が大きくなって、アメリカの力が相対的に弱

まっている。だから、日米が協力して日米同盟をしっ

かりして、中国に対してカウンターバランスしましょ

うよというのは、リアリズムの理屈で言えばその通り

なのですが、でも、こういう力のバランスだけを前提

にした日米同盟論であれば、おそらく日米同盟はそん

なにもたないと思います。その背景にある日米の２つ

の市民社会の価値観の共有がしっかりと描けないと、

力のバランスで日米同盟を強化するという議論だけで

は、なかなか長もちしないのではないか。そういう意

味では、われわれ自身がアメリカの社会の中で起こっ

ている変化についてもっと敏感に理解し、あるいは共

感を持って、市民社会の交流を深めることがないとい

けません。

その点で言えば、さまざまなマイノリティーが許容

され、さまざまなライフスタイルが受け入れられ、成

熟した市民社会が存在するという点では、日本は断然、

中国に対して比較優位を持っているわけですね。比較

優位を持っているところで相手と競争するという意味

でも、単なるきれい事ではなくて、市民社会の成熟とい

うものを日米で進めていくことが、同盟の維持にとっ

ても大事なことではないかなと私は思っています。

【司会】  ありがとうございます。よろしいですか。

今も価値観の共有というお話をいただきましたが、

まさにそういうところは共感できるところじゃないか

なと思います。ほかに皆さん、いかがですか。

【質問】  経済・社会政策部の片岡と申します。本日はどう

もありがとうございました。

今、お話いただいた点で少しお聞きしたいのですが、

たとえば安保法案絡みで、確かに先生が今おっしゃっ

たような融和みたいな話というのが、おそらく将来的

に日米同盟みたいなものを強固にするひとつの材料で

あると思うのですが、ただ、安倍政権自体はそれとは

むしろ逆のことをやっているような気もちょっとする

のです。むしろパワーバランス的な、昔ながらのイメー

ジにとらわれるあまりにアメリカに対しても、たとえ
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ば安倍さんがアメリカに行って演説をされたときで

も、従来型の互助的な安全保障みたいな枠組みの中で

お話をされていると思うのですが、日本の政治として、

たとえばLGBTのお話もありましたが、日本人の価値

観と政治とのバランスみたいなものをとりながら国際

協調みたいなものをやっていくためには、具体的にど

のようなことが必要になるのでしょうか。

【村田氏】  ありがとうございます。それも私は、今すぐに

具体的な答えを持ちませんが、ご指摘の傾向について

はその通りだと思います。安倍内閣の弱点だと思うの

は、日米同盟を強化するのは私、まったく賛成なので

すが、先ほど言ったことで言うと、安倍内閣、自民党政

権というのは、さきほどのグローバル化で言うと、ラ

ンキングを上げるとか、数値目標を掲げて達成すると

か、縦のランキングには敏感に反応するのですけれど

も、同時に進行している横のグローバル化みたいなも

のについて、十分に意識ができているかというと、ど

うもそこが弱いのではないかという感じがするのです

ね。だから日米同盟関係でも、中国の力の台頭に対し

て、日米が合作して対抗するといった論理はうまく働

くけれども、２つの社会の価値共有みたいなところで

言うと、本当にどこまでいっているのか。

この間の総理の訪米で、僕は比較的よかったなと

思ったのは、ワシントンだけでなくてボストン、ニュー

ヨーク、ロス等何ヵ所か寄られて訪米の期間が長かっ

た。その結果、いくつかの大学に何百万ドル単位で交

流の基金を出すと言っています。MITとコロンビアと

ジョージタウンと、もうひとつどこだったか。そうい

う知的交流みたいなことに投資をされている面もあっ

て、それは大事なことだと思うのです。

そういうことで言うと、これも想定されているよう

なお答えになるかどうか分かりませんが、市民社会の

協調みたいなものを進めていくにしても、いくつかの

ギャップのようなものがある。さきほど申し上げたよ

うに、社会科学的な観点からアメリカにアプローチし

ようとする者と、ヒューマニティーズという観点から

アプローチする者との間で関心とか、そもそものポリ

ティカルバリューみたいなものも、ソーシャルサイエ

ンスでやる人たちは割とコンサバティブで、ヒューマ

ニティーズみたいな、人類学とか社会学とか教育学と

いう観点からいく人というのはいわゆるリベラルで価

値観も違うし、アプローチがなかなか重ならないよう

なギャップみたいなものはある。

それから日米の知的交流といったときにも、最近は

だいぶよくなったのかもしれないけれども、ハーバー

ド、MIT、コロンビアという東海岸のエスタブリッシュ

と、バークレーとUCLAとスタンフォードという西側

と、だいたいそういうところに集約してしまっている。

でも、今のアメリカを本当にダイナミックに動かして

いる中西部等の社会変化の動向や、あるいは地方経済

の動向が十分カバーできているかといったら、学問の

アプローチのところでもギャップができているし、そ

れから地理的なカバレッジでも、だいぶ変わってきた

といっても、依然として東海岸、西海岸の両コースト

オリエンティッドな、アメリカの社会動態を必ずしも

反映しないようなところがある。学界もそうだし企業

もそうだし、アメリカの一番大きくかかわっているよ

うな地域に、もっとも力強くかかわっていくような取

り組みをしないと、なかなか難しいのではないかと思

います。

【司会】  よろしいですか。ほかの方、いかがでしょうか。

名古屋と大阪もどうですか。どなたかありましたら。

村田氏
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【質問】  名古屋総合相談部の古田と申します。よろしくお

願いします。

一応、大学院でアメリカ政治が専門で、先生がアメ

リカに留学している直前ぐらいにDCにいて、いろい

ろ論文のための取材とかやっていたのですが、あのと

きからアメリカ社会の格差というのがものすごい広が

りを始めていて、今、全米の人口の５％がアメリカの

資産の90何％を所有してという言い方をしますよね。

日本でもだいぶ格差ができつつあるというのはいろ

いろなメディアで言っているのですが、そこら辺の要

素、多様化する社会のソリダリティ（社会的な連帯）の

ようなものがひとつのリスクというか、要素になるん

じゃないかというのを20年前からすごく感じていて、

それが日本でもアメリカでもどんどん進んでいるので

すけれども、そういった部分まで日本とアメリカで、

価値観を共有しなくちゃいけないのかなという疑問が

すごく私の中にあるんですが、そのあたり、先生はど

ういうふうにお考えでしょうか。

【村田氏】  ありがとうございます。

ご指摘のように、アメリカにおいて経済的格差がど

んどん広がっている。だから、バーニー・サンダース

みたいなEnough is enoughというのが大いに受け

るわけでして、それも深刻な問題だと思いますし、格

差をどういうふうに解消するかということについての

具体的な施策がこれから展開されなければ、アメリカ

社会はかなり弱っていくのではないかと思います。

ですからもちろん、アメリカ社会と価値共有する

といっても、何もわれわれがアメリカにアシミレイ

ト（吸収）される必要はないわけです。確かに日本に

も、将来的にもし移民を受け入れるということになっ

たら――移民を受け入れても人口の減少は解消しない

でしょうけれども、たとえば今よりもいろいろなエス

ニックなバックグラウンドを持った方々が日本社会に

増えるといっても、それはアメリカ社会のようにはな

りませんし、アメリカ社会の負の側面をまねる必要は

まったくないわけですから、大きな格差が広がってい

るアメリカのその点について、何もわれわれが同調す

る必要は全然ないと思うのですね。

これも自分の関心に持っていくので恐縮ですが、大

学の話でも、過去20年間でアメリカの大学の学費は

2.5倍ぐらい上がっているわけです。ですから、アイ

ビー・リーグですと今だいたい、年間の授業料が600

万円ぐらい要るという時代になっているわけでしょ

う。今、学生が組んでいる学資ローンの総額が１兆ド

ルぐらいになっていると思います。途方もない金額に

なっていて、社会的な負荷を増しているわけですね。

ですからさきほどの大学の世界ランキングの話もそ

うですが、ハーバードやMITやプリンストンに負ける

なと言って、広くいろいろな社会層に門戸が開かれて

いる日本の大学の比較的いいところが失われてしまっ

て、東大や京大や早慶に行くためには、授業料は600

万円も700万円も払わないといけないというような

日本の大学になる必要はまったくないわけです。そう

いうアメリカ社会のゆがみみたいなものについても、

いいところと同時に、われわれは十分知りながらつき

合っていかなければいけないのではないかなと思いま

す。

【司会】  理事長、よろしいですか。

【中谷理事長】  とってもおもしろい話で、本当にありがと

うございました。

今、名古屋の方が言われたこと、僕もちょっと気に

なっていたのですね。つまり、アメリカと日本が価値

観を共有するといったときに、本当にどこまで共有で

きるのかという問題があるのではないかという気がす

るのですね。

アメリカの富や所得の偏在がなぜ起こったかという

と、アメリカが標榜している理想的な民主主義という

ものが実は機能していないということがあるように思

います。非常にうまい形で一見民主的なコーポレート

ガバナンスの体裁をつくって、結果的には、大企業経営

者の所得が従業員の平均年俸の何百倍になってしまっ

たと。ご存じのように、この30年ほどの間に「エー
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ジェンシー理論」というのができまして、経営者は株主

の代理人であり、したがって、経営者の報酬は経営者

のインセンティブを高めるため、中立的な社外取締役

が客観的に決めるべきだとなりました。その結果、社

外取締役からなる報酬委員会が経営者の報酬を決める

ことになったのですが、それが経営者の報酬を天文学

的な数字にまで引き上げてしまったわけです。確かに、

形式的には経営者が自分で報酬を引き上げるわけでは

ないので「民主的」なのですが、実際はそれが格差拡大

の大きな原因になった。

でも、日本では経営者はそれほど貪欲ではなく、こ

れまでのところ、従業員との給与格差もそれほどまで

拡大しておりません。これは日本の方が健全だという

ことなのだと思いますが、こんなところまでアメリカ

と価値観を共有する必要もない。それにもかかわらず、

日本政府はさかんにアメリカ型のコーポレートガバナ

ンス日本に取り入れようとしているのは問題だと思う

のです。こういうことに多くの日本人の識者が今、気

がつき始めていて、違和感があると考えている。

一方で、アメリカの覇権国としての相対的パワーが

落ちていって、中国のような無法国家がどんどんのし

てきて、いったい、その中で日本はどういうポジシショ

ンをとるべきなのか。この辺をぜひ、一言お聞かせ願

えれば大変ありがたく思います。

【村田氏】  ありがとうございます。

中谷理事長に分からないことは、もちろん私にも分

からないわけでございますが、たとえば今日も話題に

出ました今回の安保法制で、なぜ、これだけ反対が多

く混乱したのかというのはいろいろな理由があって、

それはそれで時間を要して話すべきことですが、ひと

つには、左右両方の側にある反米みたいなものが出て

きたと思うのですね。左の反米はもちろんあるけれど

も右の側の反米もあって、結局今回のような法改正が

対米従属につながるというような、反米のメンタリ

ティーみたいなものが両方から出てきたということは

あるのだと思います。

アメリカとどこまで組んでやっていけるのかという

ことに対して、アメリカ的なやり方に対して、あるい

は議論の進め方に対して違和感を持っている人たちが

たくさんいるというのも先生のご指摘の通りだと思い

ます。ですから私、それに対してなんら具体的な答え

を持っておりませんが、先ほど来申し上げてきたよう

に、アメリカに対する分析のアプローチが、今までは

かなりそれぞれのディシプリンに縛られて、かなりフ

ラグメンティッド（断片的）だったと思うのですね。そ

れを経済学や経営学をやっている人たちからヒューマ

ニティーズをやっている人たちとか、いろいろな分野

がもうちょっと総合的な、それこそ戦略的にアメリカ

研究をやっていくということを考えないことには、な

かなかアメリカとつき合っていけないだろうと思いま

す。ですから、そういう知的な努力が必要だろうとい

うことです。

それから今、日本が置かれている地位ということで

言いますと、これはざっくりした議論ですけれども、

冷戦のころには同じ敗戦国であるドイツは東西に分断

をされて、西ドイツの場合は、国境を越えると向こう

におそらく何百万かのソ連陸軍がいるというので、核

戦争になれば、おそらくヨーロッパの中心が核のエク

スチェンジで廃虚になるという恐怖の中で、戦後何十

年間か分断国家を生きてきた。

ところが冷戦が終わって東西ドイツが統一されて、

ヨーロッパは今回の移民問題みたいなものがあります

が、総じて言えば平和になったわけです。その冷戦の

期間中、同じ敗戦国であった日本はどうかというと、

敗戦国でありながらアメリカ単独占領でしたから分割

されず、日本のかわりに朝鮮半島が身がわりで分割さ

れて、そして日本を取り巻くアジア太平洋で言うなら

ば、圧倒的に海空軍でアメリカが優越していましたか

ら、冷戦といっても、日本は実は非常に安全な状況の

もとで冷戦を生きてきて、経済発展に専心できたわけ

ですよね。

ところが冷戦が終わって、ドイツがソ連の恐怖から
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解放されたころに、われわれは中国の台頭や北朝鮮の

核開発と向き合うようになった。つまり、冷戦期に西

ドイツが体験したことを今、時差をともなってわれわ

れは追体験している。だから歴史をロングで見ると、

結局ドイツも日本もプラスマイナスゼロみたいになる

のかもしれませんが、冷戦のころに非常に恵まれた環

境でいたツケが、今われわれに戦略的にも回ってきて

いるわけです。

そういう厳しい戦略環境についてどう認識するかと

いうことが本来、この９月に通った安保法制のときに

も、違憲か合憲かという話ももちろん大事ですが、日

本を取り巻く大きな戦略環境を自民党政府はどうとら

えているのかとか、民主党は反対するのだったら、こ

の状況にどう対応するのかという議論があるべきで

あったのが、戦略論のないままの法律論に終わってし

まったというのが非常に残念です。立法は通りました

ので、今後そういう日本を取り巻く戦略環境について

政治家が、これこそパーティザン（党派）ではなくて真

摯に議論をし、われわれが自覚を深めることが大事で

はないかなと思います。

【質問】  質問をさせていただいて、その間にいろいろな方

のお話があって、お聞きしようとしたことを結構言わ

れてしまった感があるのですが。

私は理事長と比べますと、アメリカに対しては

ちょっと楽観的なところもあって、先ほど格差の話も

ありましたが、アメリカの場合はダイバーシティーみ

たいな要素もある一方で、他方でたとえばリーマン・

ショック後に経済危機が起こりましたと。そういった

ときには極めてプラグマティズムというか、現実的に

エリートというかすごい人がポッと出てきて危機を

救ってくれると。私、アメリカは全然専門でもなんで

もないのですが、そんなふうに感じるのですよね。

ですからそういう意味で言うと、分断しつつあるの

だけれども、分断とか多様性みたいなものというのが、

逆にアメリカ自体を強くしているような気もするので

す。そういったアメリカの政治とか経済とかリーダー

の質の高さというのは、先生の大学とかそういったと

ころもあるかもしれませんが、どういった要因で生み

出されてくるものなのでしょうか。

特に政治家のレーガンとか、もしくはブッシュとか

オバマとか、いろいろな方が大統領になってこられま

したが、もちろんそのときの社会情勢にある程度引き

ずられながらリーダーが出てくるのはそうなのです

が、アメリカはなんだかんだ言って、とんでもない人

が出てくるということは余りないような気がするので

すが、これは何によるのか。

【村田氏】  それもどういう分析のレベルでお答えすべき

なのか、私ができることは限られていますので、教育

論とか社会のあり方とか根本的なところからお答えで

きればいいのでしょうけれども、政治家のメイキング・

オブ・ポリティシャンズで言いますと、今日お話した

ことと関係すると思うのですが、選挙の期間が非常に

長いということが大事だと思うのですよ。400日も選

挙をやりますと、偽物は大概排除されるんですね。だっ

て、世界中のマスメディアがその人の挙措動作、一挙

手一投足、それから10年前の恋愛だとか金銭だとか

何もかも調べ回るわけですよね。だからよほどガード

が固くなければ、偽物はどこかで出現したり、スキャ

ンダルが出てきたりして駆逐されていくというのが、

アメリカの大統領選挙が長いことのひとつの効用だと

思います。

それから国が広くて、まさに今日のテーマであるよ

うに多様だということがありますから、各地域、各層

にアピールしなければならない。ヒスパニックの票が

とれないと勝てないが、かといってヒスパニックだけ

にアピールしても勝てないわけですから。そうすると、

いろいろな層に働きかけながら票を集めて、大きなマ

シンを、集金を含めて１年以上、場合によっては２年

も動かし続けて、そしてスキャンダルに足をすくわれ

ずに、テレビに映ったらにっこり笑ってということを

やりながら生き延びられるというのは、相当のサバイ

バビリティーを持っていないとできないという駆逐の
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論理が割とうまくできている。日本みたいに２週間の

選挙期間で決まってしまって、勢いに乗ったら維新が

ワッと通るという仕組みにはなっていないですね。政

治家を草刈りする仕組みとか文化みたいのがしっかり

しているということは、ひとつ言えるのではないかと

思います。

【質問】  ありがとうございます。

【司会】  ありがとうございます。

どなたかよろしいですか。

【質問】  ありがとうございました。

私もアメリカで６年ぐらい仕事をしてきて常々思っ

ているのですが、アメリカと日本と比べると、明らか

にアメリカの方がローコンテキスト（文脈の抽象度が

低い）、要するにすべての文脈でちゃんと説明し切ら

ないと首を縦に振ってもらえない。日本は立場立場で、

結構ハイコンテキスト（文脈の抽象度が高い）で、社長

が言ったら従っておくかというところがあろうかと思

うんです。

今の政治の話もそうなのですが、日本の場合はあま

り説明せずに雰囲気で決めるというのが残念ながら多

い。たぶん、日本が本当に政治的に自立していくため

には、日本型の政治もできるけれども、ローコンテキ

ストにも対応できる政治家を目指さない限り、たぶん

本当のプレゼンスが認められることはなかろうと思っ

ているのですね。

そういう意味で言うと、今のアメリカの選挙制度を

日本に持ってくるわけにいかないのですが、どうやれ

ば日本にとっていい政治家を生み出せるかという視点

からのアドバイスと言うとおかしいんですが、何か一

言いただければありがたいです。

【村田氏】  ありがとうございます。

大変難しい問題ですが、これも私、答えは何もない

のですよ。でもひとつあるのは、今度公職選挙法が変

わって有権者が18歳以上になりますよね。有権者が

18歳に拡大したということが、日本の政治にどういう

影響を及ぼすのかということは、注意深く考察する必

要があると思うのですね。

18歳とか19歳の人たちというのは、それこそわ

れわれよりもずっとローコンテキストかもしれませ

んし、いろいろな意味でモビリティーが大きいかもし

れませんし、そういった人たちの票を集められなけれ

ばなかなか選挙に勝てないということになれば、日本

の政治のあり方というか、あるいは政治の説明の仕方

とかアピールの仕方とか選挙の戦い方とか――今回

SEALDs（シールズ）みたいなものが出てきたという

のも、あれが新しいのか古いのか僕はよく分かりませ

んが、新しいと言って期待をかける人もずいぶんいま

すよね。ただ、僕はSEALDsについて一言だけ言わせ

ていただくと、われわれ大学人の中では争点について

の賛否はともかく、ああいう特定の政党に結びつかな

いアメーバ的な組織で若者たちが声を上げるというこ

とは、日本の未来に期待が持てると言っている人も中

にはおられるのですが、僕はあまり期待していないの

です。

というのは、「AERA」か何かの記事で読んだときに、

SEALDsって大きな組織で、安保法案についてもい

ろいろ勉強しないといけないから、反対のためにいろ

いろな準備をして、知識班というのがあって反対のた

めの勉強をして知識をためて、いろいろな意見の表明

をしているのだというのが、「AERA」に堂々と書いて

あったのです。うちの学生だったら僕は結構怒ると思

うのですが、「反対」と立場を決めてからなんで勉強す

るのだと。勉強してから立場が決まるのであって、やっ
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ていることがまったく逆なのですよね。

こういうのは全然新しくないと思うのですよ。自分

の立場を決めておいてから、都合のいい知識をワーッ

と集めて、「僕たちはこんなに勉強しています、若者の

意見だ」なんて言っても答えは決まっているじゃない

かと。年寄りの発想と同じじゃないかというので、全

然新しいと思わないのですね、こんなの。柔軟だとも

思いません。だけども、いずれにしても18歳まで有権

者が拡大することによって、日本の政治のあり方みた

いなものが変わってくるのか。変わらないかもしれま

せん。でも、変わる機会になるかもしれません。これが

僕はひとつかなと思います。

それからもうひとつは、民主党政権になって後半

にだめになったときに、いろいろな人が批判でおっ

しゃったことで、松下政経塾的な政治の失敗だと言わ

れた方がいますよね。野田さんも松下政経塾のご出身

でしたし、前原さんとか――民主党だけではないです

が、民主党の有力な政治家の方に政経塾のご出身の方

がたくさんおられる。ああいう現場を知らない政治で、

パフォーマンスで、若くてちょっとイケメンで格好い

いことを言ってという、見ただけの政治は結局通用し

ないと。寝技だとか駆け引きだとか、そんなことは何

ひとつできていないじゃないかという批判が結構後半

はあったと思うのですね。

民主党がそういう意味でだめだったということに

は、私は賛成なのです。私は、松下政経塾でも言ったこ

とがあるのですが、松下政経塾がだめだったというよ

りも、松下政経塾しかないのがだめなのですよ。つま

り、どんなものでも競争のないものに進歩はないので

すよ。松下政経塾的なカリキュラムがひとつあって、

それしかないと競合が起こらないですよね。松下政経

塾があるけれども、別のトヨタ政経塾かなんかがあっ

て、あるいはそういう特定の企業だけじゃなくたって、

名古屋の経済界の人たちが身銭を出してやって、あと

は皆さんにお任せするみたいな政経塾のようなものが

各地にあって、そういうものが松下と競合するぐらい

の講師を集めて運営されていてということになった

ら、政治家の卵の人も、松下政経塾よりもトヨタ政経

塾の方がいいということになったらそちらに行きます

し、そうすると競合が起こっていいところをまねした

り、修正したりする。

大企業の、あるいは資産をお持ちの方が、幸之助翁

がなさったようなことは――小さなところはあるかも

しれないけれども、本格的にはほかにない。ひとつし

かないと進歩はないし、ワンパターンに陥っていくと

いうのでね。政治家を育成する、それこそ市民のレベ

ル、あるいは民間のレベルと言ってもいいですが、そ

ういう枠組みをわれわれがつくらないと、なかなか難

しいのではないかなという気が私はしています。

【司会】  ありがとうございました。

時間が予定したところにまいりましたが、どうして

もこれだけは聞いておきたいということがあれば、大

阪、名古屋、会場の皆さんも含めてよろしいですか。

【質問】  名古屋の森口ですが、今日もいろいろ話題に出た

中で、米中関係というのは次に何が起こるのか、どっ

ちへ向かうのか、一言で先生のお考えを聞きたいと思

います。

【村田氏】  一言で言うと「分からない」というのが答えで

ございますが、今のところ民主党の候補者も共和党の

候補者も、中国に対しては非常に厳しい態度をとって

いますね。もちろん、スプラトリー（南沙諸島）の安全

保障とか、そういったところの動きもありますが、皆

さんご存じの通り、アメリカが非常に懸念しているの

はサイバーの問題ですよね。サイバーセキュリティー

の問題がアメリカの企業に与えている年間の損失が

相当額に及んでいるということで、単に安全保障だけ

じゃなくて、経済上の懸念にもなっているということ

ですから、中国に対しては今のところ、民主党も共和

党も非常に厳しい姿勢を各候補者はとっています。

だけれども、これもアメリカの政治の今までのパ

ターンで言いますと、新政権が登場するときはだいた

い中国に厳しいことを言うのです。「米中関係を変え
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る」とか、あるいは「中国を変える」と言って、４年た

ち、８年たつと、４年ではそんなことはできないとい

うことに気づいて、結局対中融和に傾いて、その対中

融和に傾いた前の政権を批判して、次の政権が米中関

係を変えると出てくるのがだいたいのパターンですか

ら、同じことが当面繰り返されるのではないかと思い

ます。

【質問】  ありがとうございます。

【司会】  質問をありがとうございました。よろしいでしょ

うか。それでは第４回のオープンカレッジ、村田先生

の講演はこれで終わらせていただきまして、以後懇親

会になります。どうもありがとうございました。（拍

手）

開催日：2015年10月13日（火）
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